
(  )

研

究

所

彙

報

一

二
〇
一
七
年
度
研
究
所
・
所
員
æ
μ
Ä

教

授

市
野
澤

潤

平
（
文
化
人
類
学
）

教

授

今

林

直

樹
（
社
会
学
・
政
治
学
）

教

授

菊

池

勇

夫
（
日
本
近
世
史
）

准
教
授

木

村

春

美
（
第
二
言
語
習
得
・
英
語
教
育
）

教

授

九

里

順

子
（
日
本
近
代
文
学
）

准
教
授

栗

原

健
（
宗
教
学
・
近
世
Å
Ÿ
À
史
）

准
教
授

間

瀬

幸

江
（
Ñ
å
ï
μ
文
学
・
演
劇
）

教

授

松

浦

光

和
（
心
理
学
）

教

授

宮

原

育

子
（
地
理
学
・
地
域
資
源
論
・
観
光
}
`
d
N
Œ
）

教

授

森

雅

彦
（
西
洋
美
術
史
）

教

授


(

(
Þ
æ
μ
（
日
本
文
化
論
）

教

授

新

免

貢
（
宗
教
学
）

准
教
授

杉

井

信
（
社
会
人
類
学
）



(  )

教

授

田

中

一

裕
（
生
態
学
）

教

授

天

童

睦

子
（
女
性
学
）

教

授

土

屋

純
（
地
理
学
）

教

授

豊

澤

弘

伸
（
国
語
教
育
）

教

授

八

木

祐

子
（
文
化
人
類
学
）

教

授

吉

村

典

子
（
西
洋
建
築
Ã
²
Ÿ
ï
史
）

客

員

研
究
員

阿

部

隆
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
人
文
地
理
学
）

客

員

研
究
員

井

上

研
一
郎
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
近
世
美
術
史
）

客

員

研
究
員

岩

川

亮
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
准
教
授
・
Ñ
å
ï
μ
語
学
・
文
学
）

客

員

研
究
員

遠

藤

~
h
Œ
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
日
本
古
代
史
）

客

員

研
究
員

犬

飼

公

之
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
古
代
文
学
）

客

員

研
究
員

大

石

泰

夫
（
盛
岡
大
学
教
授
・
日
本
古
代
文
学
）

客

員

研
究
員

大

迫

章

史
（
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
准
教
授
・
近
代
日
本
高
等
教
育
史
・
近
代
日
本
教
育
制
度
史
・
教
育
行
政

学
）

客

員

研
究
員

木

曽

恵

子
（
東
北
学
院
大
学
I
Š
r
宮
城
学
院
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・
文
化
人
類
学
・
»
Ÿ
地
域
研
究
・
´

6
ï
¼
ú
研
究
）

客

員

研
究
員

後

藤

純

子
（
元
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
助
教
授
・
Ÿ
ï
Å
学
・
宗
教
学
）



(  )

客

員

研
究
員

後

藤

久
太
郎
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
建
築
史
）

客

員

研
究
員

富

永

智
津
子
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授
・
東
›
Ñ
æ
¦
・
Ÿ
ï
Å
洋
地
域
近
現
代
史
）

客

員

研
究
員

豊

山

亜

希
（
近
畿
大
学
国
際
学
部
講
師
・
南
›
´
›
美
術
史
）

客

員

研
究
員

早

坂

優

子
（
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
調
査
普
及
係
・
民
俗
学
）

客

員

研
究
員

丸

山

仁
（
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
・
日
本
中
世
史
）

二

共
同
研
究
j
c
C
e

本
年
度
m
共
同
研
究
m
Â
ú
Ú
n
次
m
通
Œ
f
A
‘
&

「
南
島
j
I
P
‘
民
族
g
宗
教
」

「
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
」

「
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
m
受
容
g
変
容
」

共
同
研
究
m
成
果
g
V
e
%
次
m
冊
子
K
刊
行
T
’
^
&

『
沖
縄
研
究
Ê
ú
Ä
』


『
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
』
№


三

二
〇
一
七
年
度
研
究
所
活
動
報
告

公
開
³
ï
Ù
´
¡
Ü



(  )

二
〇
一
七
年
一
二
月
九
日
（
土
）
午
後
二
時
四
〇
分
Š
Œ
午
後
四
時
一
〇
分
（
＝
本
学
礼
拝
堂
）

「
人
間
m
復
興
g
女
性
m
£
ï
Í
ë
ú
Ý
ï
Ä

―
女
性
g
移
動
˜
中
心
j
―
」

報
告

「
東
日
本
大
震
災
j
~
‘
移
住
女
性
^
`
m
è
´
æ
£
ï
μ
」

大

村

昌

枝
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
国
際
化
協
会




μ
ú
Í
ú
Ì
Ÿ
²
ú
）

報
告

「
東
日
本
大
震
災
j
I
P
‘
広
域
避
難
g
女
性
」

浅

野

富

美

枝
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

元
本
学
教
授
／



法
人
Ÿ
¯
ú
ç
É
8
Ä
仙
台

理
事
）

¯
Ý
ï
Â
ú
»
ú

大

野

順

子
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

摂
南
大
学
特
任
准
教
授
）

協
力

本
学
特
別
共
同
研
究
「
越
境
m
文
化
的
創
造
力
」
Ó
é
´
6
ª
Ä

公
開
研
究
会

二
〇
一
七
年
六
月
九
日
（
金
）
午
後
一
二
時
一
五
分
Š
Œ
午
後
二
時
一
五
分
（
＝
本
学
人
文
館
五
階

五
四
九
大
会
議
室
）

「
固
有
法
g
近
代
法
―
›
Ý
æ
¦
在
住
Þ
ï
族
m
『
誘
拐
婚
』
J
‹
考
G
‘
『
伝
統
』
m
A
Œ
方
―
」

講
師

吉

井

千

周
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

国
立
都
城
工
業
高
等
専
門
学
校
准
教
授
）

二
〇
一
七
年
七
月
四
日
（
火
）
午
後
一
二
時
一
五
分
Š
Œ
午
後
二
時
一
五
分
（
＝
本
学
人
文
館
五
階

五
四
九
大
会
議
室
）

「
近
世
民
衆
史
m
可
能
性
―
~
c
女
「
他
領
奉
公
」
一
件
m
背
景
˜
読
‚
―
」

講
師

菊

池

勇

夫
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

教

授
）

二
〇
一
七
年
七
月
二
九
日
（
土
）
午
後
一
時
Š
Œ
午
後
三
時
（
＝
本
学
人
文
館
五
階

五
四
九
大
会
議
室
）

「
Û
8
³
;
ï
系
女
子
教
育
m
歴
史
g
展
望
」



(  )

報
告

「
¨
æ
μ
Ä
教
主
義
女
子
教
育
m
近
代
―
宮
城
女
学
校
˜
事
例
j
―
」

講
師

大

迫

章

史
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

仙
台
白
百
合
女
子
大
学
准
教
授
）

報
告

「
未
来
˜
切
Œ
開
N
『
知
恵
子
』
^
`
―
¨
æ
μ
Ä
教
教
育
˜
問
C
直
X
―
」

講
師

新

免
　

貢
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

教

授
）

二
〇
一
八
年
二
月
二
一
日
（
水
）
午
後
二
時
Š
Œ
午
後
四
時
（
＝
本
学
講
義
館
三
階

三
〇
一
教
室
）

「
明
治
維
新
一
五
〇
年
J
%
戊
辰
戦
争
一
五
〇
年
J
―
東
北
m
視
座
J
‹
―
」

講
師

菊

池

勇

夫
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

教

授
）

〈
共
同
研
究
「
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
」
主
催
〉

公
開
研
究
会

二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
七
日
（
金
）
午
後
四
時
二
〇
分
Š
Œ
午
後
六
時
二
〇
分
（
本
学
講
義
館
五
階

五
〇
三
教
室
）

「
Ñ
4
æ
Ð
ï
j
ç
ú
À
˜
持
c
子
h
„
^
`
m
困
難
―
日
本
m
学
校
f
学
u
子
h
„
^
`
j
焦
点
˜
当
e
e
―
」

報
告
者

矢

元

貴

美
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

本
学
I
Š
r
大
阪
大
学
非
常
勤
講
師
）

二
○
一
八
年
一
月
二
六
日
（
金
）
午
後
二
時
Š
Œ
午
後
四
時
三
〇
分
（
＝
本
学
人
文
館
五
階

五
四
九
大
会
議
室
）

「
被
災
g
死
˜
ƒ
O
‘
人
類
学
的
考
察
」

「

(


˜
『
学
u
』
g
n
―
福
島
県
内
m
短
期
大
学
j
I
P
‘



m
事
例
J
‹
―
」

報
告
者

田

中

大

介
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
大
学
学
術
研
究
員
）

「
津
波
m
後
f
%
終
•
Œ

m
手
元
f
―
津
波
被
災
地
m
老
人
^
`
g
g
„
j
考
G
‘
―
」



(  )

報
告
者

木

村

周

平
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

筑

波

大

学

助

教
）

¯
Ý
ï
Â
ú
»
ú

猪

瀬

浩

平
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
学
院
大
学
准
教
授
）

¯
Ý
ï
Â
ú
»
ú

高

野

T
†
J
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

中

央

大

学

准

教

授
）

¯
Ý
ï
Â
ú
»
ú

市

野

澤

潤

平
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

教

授
）

二
○
一
八
年
一
月
三
〇
日
（
火
）
午
後
四
時
二
〇
分
Š
Œ
午
後
五
時
五
〇
分
（
＝
本
学
講
義
館
四
階

四
〇
九
教
室
）

「
»
Ÿ
j
I
P
‘
観
光
¼
Ÿ
Ï
ï
«
産
業
m
展
開
」

報
告
者

小

河

久

志
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

常

葉

大

学

准

教

授
）

報
告
者

市

野

澤

潤

平
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

教

授
）

公
開
ë
ú
ª
³
;
8
Ó

二
○
一
七
年
一
二
月
一
六
日
（
土
）
午
後
三
時
Š
Œ
午
後
四
時
三
〇
分
（
＝
本
学
講
義
館
三
階

三
〇
一
教
室
）

「
学
生
m
主
体
性
g
協
同
性
˜
q
L
_
X
授
業
Ã
²
Ÿ
ï
」

報
告
者

今

中

舞

衣

子
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

大
阪
産
業
大
学
国
際
学
部
准
教
授
）

共
催

本
学


推
進
委
員
会

四

所
員
消
息
（
二
〇
一
七
年
四
月
―
二
〇
一
八
年
三
月
）

市
野
澤

潤

平

教
授

\
m
他
「
不
確
実
性
˜
ƒ
O
‘
議
論
m
拡
K
Œ
（
共
同
研
究

確
率
的
事
象
g
不
確
実
性
m
人
類
学
）
」
（
『
民
博
通
信
』
第
一
五
九



(  )

号
%
二
〇
一
七
年
一
二
月
）

学
会
報
告
「
観
光
業
j
I
P
‘
「
個
人
的
安
全
保
障
化
」
m
進
展

Ó
ú
¬
8
Ä
在
住
日
本
人
¼
Ÿ
Ï
ï
«
・
§
Ÿ
Å
m
職
業
生
活

j
I
P
‘
æ
μ
ª
g
·
¨
:
æ
Â
4
」
観
光
学
術
学
会
第
六
回
研
究
大
会
・
神
戸
山
手
大
学
（
二
〇
一
七
年
七
月
一
日
）

研
究
会
報
告
「
観
光
¼
Ÿ
Ï
ï
«
j
I
P
‘
身
体
感
覚
g
Â
ª
Ê
é
´
ú
」
国
立
民
族
学
博
物
館
共
同
研
究
「
Â
ª
Ê
é
´
ú
利
用

˜
伴
E
身
体
技
法
j
関
X
‘
学
際
的
研
究
」
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
九
日
）

今

林

直

樹

教
授

書
評

『
沖
縄
%
時
代
˜
生
L
^
学
究

伝

東
江
平
之
』
（

本
昌
弘
%
沖
縄
»
Ÿ
Ü
μ
社
%
二
〇
一
七
年
）

菊

池

勇

夫

教
授

著
書
『
探
究
m
人

菅
江
真
澄
』
無
明
舎
出
版
%
二
〇
一
七
年
四
月

論
文
「
「
春
木
」
伐
Œ
出
V
g
川
流
V
―
八
戸
藩
島
守
村
˜
事
例
j
―
」
『
環
境
動
態
˜
視
点
g
V
^
地
域
社
会
g
集
落
形
成
j
関
X

‘
総
合
的
研
究
』
東
北
芸
術
工
科
大
学
東
北
文
化
研
究
·
ï
»
ú
%
二
〇
一
七
年
三
月

論
文
「
場
所
経
営
j
I
P
‘
煙
草
m
機
能
―
ä
Ÿ
½
場
所
˜
例
j
―
」
「
›
Ÿ
È
交
易
品
g
V
e
m
煙
草
g
\
m
値
段
」
%
百
瀬

響
編
『
「
北
海
道
・
東
北
˜
中
心
g
X
‘
北
方
交
易
圏
m
理
論
的
枠
組
~
m
^
ƒ
m
総
合
的
研
究
」
研
究
成
果
報
告
書
』
北
海

道
教
育
大
学
札
幌
校
%
二
〇
一
七
年
三
月

論
文
「
西
磐
井
小
猪
岡
m
天
保
飢
饉
g
集
落
危
機
―
近
世
本
寺
m
集
落
史
研
究
m
参
照
事
例
g
V
e
―
」
『
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
村
落

調
査
研
究
報
告
書
』
一
関
市
博
物
館
%
二
〇
一
七
年
三
月



(  )

論
文
「
徴
発
g
兵
火
m
i
J
m
北
東
北
m
民
―
秋
田
藩
g
盛
岡
藩
m
戦
争
j
~
‘
―
」
『
戊
辰
戦
争
』
下
%
吉
川
弘
文
館
%
二
〇
一

八
年
三
月

論
文
「
凶
年
・
飢
饉
m
記
録
K
伝
G
‘
„
m
―
近
世
人
m
「
用
心
」
―
」『
栃
木
県
立
文
書
館
紀
要
』
二
二
号
%
栃
木
県
立
文
書
館
%

二
〇
一
八
年
三
月

論
文
「
藩
政
下
m
山
谷
本
寺
j
I
P
‘
馬
j
c
C
e
―
有
馬
・
買
C
渡
V
・
父
馬
―
」
『
平
成
二
九
年
度
骨
寺
村
荘
園
遺
跡
村
落
調

査
研
究
報
告
書
』
一
関
市
博
物
館
%
二
〇
一
八
年
三
月

論
文
「
北
東
北
m
人
口
史
料
j
~
‘
天
明
・
天
保
m
飢
饉
」
『
研
究
紀
要
』
五
一
号
%
宮
城
学
院
女
子
大
学
附
属
¨
æ
μ
Ä
教
文
化

研
究
所
%
二
〇
一
八
年
三
月

批
評
「
近
世
史
部
会
大
会
報
告
批
判
」
歴
史
学
研
究
九
六
五
号
%
二
一
〇
一
七
年
一
二
月

講
義
「
山
谷
本
寺
j
I
P
‘
馬
m
所
持
・
売
買
i
h
j
c
C
e
―
佐
藤
（
達
）
家
文
書
・
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
年
m
馬
関
係
史

料
J
‹
―
」
主
催
一
関
市
博
物
館
（
骨
寺
村
一
〇
〇
〇
年
m
歴
史
˜
語
‘
）
%
会
場
一
関
文
化
·
ï
»
ú
中
×
ú
ç
%
二
〇
一

七
年
三
月
一
八
日

報
告
「
飢
饉
m
¼
Ý
ú
´
%
飢
饉
J
‹
立
`
直
‘
―
江
戸
期
北
東
北
m
人
口
史
料
˜
読
‚
―
〉
日
本
人
口
学
会
%
会
場
東
北
大
学
青

葉
山
北
¨
9
ï
Í
μ
理
学
研
究
科
合
同

棟
%
二
〇
一
七
年
六
月
一
〇
日

報
告
「
近
世
民
衆
史
m
可
能
性
―
~
c
女
「
他
領
奉
公
」
一
件
m
背
景
˜
読
‚
―
」
主
催
宮
城
学
院
女
子
大
学
附
属
¨
æ
μ
Ä
教
文

化
研
究
所
%
会
場
宮
城
学
院
女
子
大
学
人
文
館
%
二
〇
一
七
年
七
月
四
日

講
演
「
仙
台
藩
北
部
m
田
村
麻
呂
伝
説
―
地
誌
g
語
Œ
物
j
~
‘
―
」
登
米
市
歴
史
博
物
館
%
二
〇
一
七
年
七
月
一
六
日



(  )

講
義
「
食
j
飢
G
‘
g
C
E
R
g
―
江
戸
時
代
m
飢
饉
記
録
J
‹
―
」
主
催
鶴
岡
市
・
鶴
岡
致
道
大
学
%
会
場
東
北
公
益
文
化
大
学

大
学
院
×
ú
ç
%
二
〇
一
七
年
七
月
二
一
日

講
義
「
人
別
帳
˜
読
‚
―
鉄
砲
g
類
族
i
h
―
」
講
座
「
骨
寺
大
学
」
%
一
関
市
博
物
館
%
二
〇
一
七
年
八
月
二
七
日

講
義
「
安
藤
昌
益
g
寺
島
良
安
―
「
蝦
夷
」
観
m
比
較
―
」
主
催
安
藤
昌
益
g
千
住
宿
m
関
係
˜
調
x
‘
会
%
会
場
東
京
芸
術
·
ï

»
ú
%
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
〇
日

講
義
「
歌
˜
詠
‚
女
%
働
L
稼
O
女
―
菅
江
真
澄
m
日
記
˜
中
心
j
―
」
~
†
M
県
民
大
学
「
大
学
開
放
講
座
」
%
会
場
宮
城
学
院

女
子
大
学
%
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
八
日

講
義
「
『
三
国
通
覧
図
説
』
j
~
‘
琉
球
認
識
」
宮
城
学
院
女
子
大
学
生
涯
学
習
講
座
%
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
六
日

報
告
「
民
衆
的
生
活
世
界
w
―
働
N
女
^
`
˜
例
j
―
」
東
京
学
芸
大
学
Ñ
7
ú
å
Ü
%
没
一
九
〇
年
記
念
「
菅
江
真
澄
m
見
^
日

本
」
会
場
東
京
学
芸
大
学
%
二
〇
一
七
年
三
月
三
日

木

村

春

美

准
教
授

論
文

``F
o
re

ig
n

la
n
g
u
a
g
e

liste
n
in

g
a
n
x
iety

:
A

se
lf-p

re
se

n
ta

tio
n
a
l,''

(
In

tern
a
tion

a
l

Jou
rn

a
l

of
L

isten
in

g
,

3
1
:3

,

1
4
2
-1

6
2
,
2
0
1
7

）

論
文

``B
ack

-to
-th

e-fu
tu

re
essa

y
s

a
id

stu
d
y

a
b
ro

a
d

g
a
in

s,''
(JA

L
T

2
0
1
6

C
on

feren
ce

P
roceed

in
g
s,

1
7
2
-1

7
8
,
2
0
1
7

）

論
文

``B
a
ck

-to
-th

e
-fu

tu
re

e
ssa

y
s

co
m

e
a
liv

e
,''

(
P
roceed

in
g
s

of
JA

L
T

P
a
n
S
IG

C
on

feren
ce

2
0
1
6
,
1
5
1
-1

5
6
,
2
0
1
7

）

論
文

``H
o
w

to
im

p
ro

v
e

v
o
ca

b
u
la

ry
le

arn
in

g
in

a
la

n
g
u
ag

e
cla

ssro
o
m

:
C

o
lle

ctio
n

o
f
actio

n
re

se
a
rch

stu
d
ie

s
2
0
1
7
,''

(
B

u
lletin

of
M

iya
g
i
G

a
k
u
in

W
om

en
's

U
n
iversity,

1
2
5
,
7
3
-9

8
,
2
0
1
7

）



(  )

書
評

``P
o
sitiv

e
p
sy

ch
o
lo

g
y

in
S
L

A
,''

(
JA

L
T

Jou
rn

a
l,

3
9
:2

,
2
0
9
-2

1
2
,
2
0
1
7

）

学
会
発
表

``S
elf-tran

scrip
tio

n
co

m
b
a
ts

a
ccu

racy
/
‰
u
e
n
cy

tra
d
e
o
Š
,''

JA
L

T
P

an
S
IG

C
o
n
fe

re
n
ce

2
0
1
7
,
A

k
ita

In
te

r-

n
a
tio

n
a
l
U

n
iv

e
rsity

(
A

k
ita

)

（
二
〇
一
七
年
五
月
二
〇
日
）

学
会
発
表

``P
o
st-stu

d
y

a
b
ro

a
d

p
ro

je
cts

m
a
d
e

ea
sy

,''
JA

L
T

In
tern

a
tio

n
a
l

C
o
n
fere

n
ce

2
0
1
7
,

In
te

rn
a
tio

n
a
l

C
o
n
-

g
ress

C
e
n
ter

(
T

su
k
u
b
a

）
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
〇
日
）

学
会
発
表

``L
2

cla
ssro

o
m

in
civ

ility
co

p
in

g
d
ep

e
n
d
s

o
n

e
m

o
tio

n
a
l
a
n
d

so
cia

l
in

tellig
e
n
ce

s,''
L

a
n
g
u
a
g
e

E
d
u
ca

tio
n

a
cro

ss
B

o
rd

ers,
U

n
iv

e
rsity

o
f

G
ra

z
(
A

u
stria

）
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
八
日
）

九

里

順

子

教
授

論
文
「
木
下
夕
爾
%『
生
’
^
家
』
m
〈
現
実
〉」
（
『
日
本
文
学
Ê
ú
Ä
』
五
二
号

二
〇
一
七
年
七
月
）

書
評
「
春
田
千
歳
句
集
『
蝉
氷
』
」
（
『
鬣
』
六
三
号

二
〇
一
七
年
五
月
）

書
評
「
「
鬣T

A
T

E
G

A
M

I

」
六
四
号
評
」
（
『
『
鬣
』
六
五
号

二
〇
一
七
年
一
一
月
）

文
学
展
示
会
評
「
医
g
文
学
～
杉
田
玄
白
J
‹
J
R
T
g
V
%
山
崎
光
夫
}
f
～
%
福
井
県
t
‘
T
g
文
学
館
」
（
『
鬣
』
六
五
号

二
〇
一
七
年
一
一
月
）

書
評
「
日
原
傳
句
集
『
燕
京
』
」
（
『
鬣
』
六
六
号

二
〇
一
八
年
二
月
）

俳
句
「
緑
m
Ë
Ÿ
ï
æ
Î
」
（
『
鬣
』
六
四
号

二
〇
一
七
年
八
月
）

俳
句
「
星
影
T
†
J
j
」
（
『
鬣
』
六
五
号

二
〇
一
七
年
一
一
月
）

俳
句
「
十
月
m
台
風
」
（
『
鬣
』
六
六
号

二
〇
一
八
年
二
月
）



( ? )

随
筆
「
I
X
„
E
T
™
m
鈴
」
（
『
鬣
』
六
三
号

二
〇
一
七
年
五
月
）

随
筆
「
暮
‹
X
人
m
本
質
性
」
（
『
鬣
』
六
三
号

二
〇
一
七
年
五
月
）

随
筆
「
岩
˜
毀
c
」
（『
鬣
』
六
四
号

二
〇
一
七
年
八
月
）

随
筆
「
地
球
m
肉
体
」
（
『
鬣
』
六
五
号

二
〇
一
七
年
一
一
月
）

随
筆
「
唐
獅
子
牡
丹
」
（
『
鬣
』
六
六
号

二
〇
一
八
年
二
月
）

随
筆
「
Ï
ú
Ä
f
R
™
j
…
N
」
（『
鬣
』
六
六
号

二
〇
一
八
年
二
月
）

評
論
「
孤
独
j
根
˜
下
“
X
^
ƒ
j
」
（
『
鬣
』
六
六
号

二
〇
一
八
年
二
月
）

栗

原
　

健

准
教
授

書
評

T
in

e
L

u
k

M
e
g
a
n
ck

,
P
ieter

B
ru

eg
el

th
e

E
ld

er,
F

a
ll

of
th

e
R

ebel
A

n
gels:

A
rt,

K
n
ow

led
g
e

an
d

P
olitics

on
th

e
E

ve

of
th

e
D

u
tch

R
evolt.

S
ixteen

th
C

en
tu

ry
Jou

rn
a
l
V

o
l.

4
8
,
N

o
.
3
(
F

all
2
0
1
7
)
,
p
p
.
8
5
3
-8

5
4
.

書
評

T
h
e

G
re

y
F

ria
rs

R
e
se

arch
T

ea
m

w
ith

M
ae

v
K

en
n
e
y

an
d

L
in

F
o
x
h
all,

T
h
e

B
on

es
of

A
K

in
g
:
R

ich
a
rd

III

R
ed

iscovered
.

（
『
西
洋
中
世
研
究
』
第
九
号
%
二
〇
一
七
年
一
二
月
三
一
日
%
一
八
四
―
一
八
五
頁
）

間

瀬

幸

江

准
教
授

論
文
「
「
聞
L
続
P
‘
」
g
C
E
挑
戦

－

映
画
『
Ë
8
Ð
ú
›
ë
ú
』
m
制
作
過
程
j
関
X
‘
一
考
察
」
（
『
宮
城
学
院
女
子
大
学
研

究
論
文
集
』
一
二
四
号

二
〇
一
七
年
六
月
）

論
文
「
学
校
˜
}
c
Œ
m
場
j
―
宮
城
学
院
ª
æ
μ
Ú
μ
Ú
ú
¬
8
Ä
企
画
運
営
―
」
（
関
西
Ñ
å
ï
μ
語
教
育
研
究
会
『R

e
n
-

co
n
tre

s

』
三
一
号

二
〇
一
七
年
）



( @ )

£
8
·
Ÿ
「
喪
m
時
代
・
喧
騒
m
時
代

－

激
動
m
両
大
戦
間
期
g
劇
作
家
´
é
Å
5
」
（
新
国
立
劇
場
中
劇
場
上
演
『
Ä
é
Ÿ
戦
争

n
起
R
‹
i
C
』
上
演
Í
ï
Ñ
è
8
Ä

二
〇
一
七
年
一
〇
月
）

翻
訳
「
´
;
ç
´
:
・
Ì
Ç
:
『
私
^
`
m
舞
台
「
桜
m
園
」
観
劇
Ê
ú
Ä
』
抄
訳
（
³
›
»
ú
¯
ª
ú
ï
・
¥
ï
è
Í
ú
Ä
æ
ú

二
〇
一
七
『
二
四
番
地
m
桜
m
園
』
二
〇
一
七
年
一
一
月
）

学
会
報
告
「『
Ä
é
Ÿ
戦
争
n
起
R
‹
i
C
』
˜
解
L
z
O
X
―
《
重
l
書
L
》
J
‹
上
演
}
f
―
」
（
日
本
比
較
文
学
会
東
北
支
部

第
一
六
回
比
較
文
学
研
究
会
二
〇
一
七
年
七
月
二
二
日
）

è
ª
½
9
ú
「
演
劇
講
座

´
9
ï
・
´
é
Å
5
m
世
界
」
（
新
国
立
劇
場
Ú
ï
μ
æ
ú
・
Ó
é
´
6
ª
Ä
一
〇
月

二
〇
一
七
年

一
〇
月
一
五
日
）

講
演
会
運
営
「
公
開
ë
ú
ª
³
;
8
Ó

学
生
m
主
体
性
g
協
同
性
˜
q
L
_
X
授
業
Ã
²
Ÿ
ï

報
告
者

今
中
舞
衣
子
氏
」

（
宮
城
学
院
女
子
大
学
附
属
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所

共
同
研
究
「
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
」
主
催

宮
城
学

院
女
子
大
学


推
進
委
員
会
共
催

二
〇
一
七
年
一
二
月
一
六
日
）

新

免

貢

教
授

論
文

「
愛
敵
論
」
（
本
学
『
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
五
一
号
』
二
〇
一
八
年
三
月
一
日
%
一

－

五
一
頁
）

「
未
来
˜
切
Œ
開
N
¨
æ
μ
Ä
教
教
育
論
」
『
二
〇
一
七
年
度
全
国
大
学
½
9
Ó
è
ï
会
報
告
書
』
（
全
国
大
学
½
9
Ó
è
ï
会

事
務
局
発
行
%
二
〇
一
八
年
三
月
一
日
%
一
〇
三
―
一
一
九
頁
）

編
著
『
Ÿ
μ
å
Ü
g
日
本
˜
結
u
平
和
m
絆

―
二
〇
一
七
年
度
全
国
大
学
½
9
Ó
è
ï
会
報
告
書
』
全
国
大
学
½
9
Ó
è
ï
会
事



( A )

務
局
発
行
%
二
〇
一
八
年
三
月
一
日
%
全
一
三
六
頁
）

書
評

「
武
藤
慎
一
著
『
宗
教
˜
再
考
X
‘
―
中
東
˜
要
j
%
東
西
w
』
（
勁
草
書
房
%
二
〇
一
五
年
）
―
³
æ
›
宗
教
m
地
下
水
脈
˜

縦
横
無
尽
j
掘
Œ
起
R
V
^
宗
教
論
―
」
（
京
都
â
¼
à
思
想
学
会
編
『
京
都
â
¼
à
思
想
』
第
八
号
%
二
〇
一
七
年
六
月
二

四
日
%
一
三
九

－

一
四
一
頁
）

研
究
発
表

本
研
究
所
公
開
研
究
会
発
表

「
未
来
˜
切
Œ
開
N
「
知
恵
」
子
^
`
―
¨
æ
μ
Ä
教
教
育
˜
問
C
直
X
―
」
（
二
〇
一
七
年
七
月
二
九
日
%
人
文
館

五
九

四
）

第
一
回
「
聖
書
g
性
」
学
習
会
研
究
発
表

「
新
V
C
出
会
C
m
物
語
～
『
§
å
Â
à
m
信
徒
w
m
手
紙
』
三
章
二
八
節
˜
読
‚
～
」
（
二
〇
一
七
年
五
月
三
〇
日
%
日
本

基
督
教
団
C
Y
~
愛
泉
教
会
）

講
座

関
西
神
学
塾
／
政
治
・
宗
教
思
想
研
究
会
（
日
本
基
督
教
団
西
宮
公
同
教
会
資
料
室
）

「
原
始
¨
æ
μ
Ä
教
史
j
I
P
‘
「
規
範
化
」
˜
ƒ
O
‘
諸
問
題
―
福
音
書
m
複
数
性
%
二
人
m
Ú
æ
›
%
¦
æ
Ñ
制
i
h

―
（
一
）
」
（
二
〇
一
七
年
四
月
二
四
日
）

「
原
始
¨
æ
μ
Ä
教
史
j
I
P
‘
「
規
範
化
」
˜
ƒ
O
‘
諸
問
題
―
福
音
書
m
複
数
性
%
二
人
m
Ú
æ
›
%
¦
æ
Ñ
制
i
h



( B )

―
（
二
）
」
（
二
〇
一
七
年
四
月
二
五
日
）

「
Ÿ
£
μ
m
Ý
³
›
称
号
˜
ƒ
O
.
e
」
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
二
四
日
）

「
~
™
i
m
『
ä
Ë
É
黙
示
録
』
˜
読
~
直
X
試
~
」
（
二
〇
一
八
年
二
月
二
四
日
%
二
五
日
）

本
学
現
代
¨
æ
μ
Ä
教
講
座

「
新
版
『
ç
»
ú
訳
聖
書
』
―
翻
訳
上
m
諸
問
題
―
」
（
二
〇
一
七
年
一
〇
月
三
一
日
%
¨
æ
μ
Ä
教
·
ï
»
ú
「
ð
6
æ
»

μ
」
）~

†
M
県
民
講
座
「
Ÿ
£
μ
m
母
Ú
æ
›
g
Ú
«
¼
å
m
Ú
æ
›
―
原
始
¨
æ
μ
Ä
教
史
m
一
断
面
（
二
〇
一
七
年
一
二
月

二
日
%
本
学
講
義
館

二
〇
一
号
教
室
）

調
査
活
動日

本
j
I
P
‘
¯
Ó
Ä
教
会
m
動
向
%
及
r
%
礼
拝
儀
式
j
関
X
‘
実
地
調
査
（
二
〇
一
七
年
六
月
二
五
日
%
聖
Ú
æ
›
・

聖
Ú
ç
¯
日
本
¯
Ó
Ä
正
教
会
%
京
都
府
木
津
川
市
）

¯
Ó
Ä
m
信
仰
―
神
g
m
関
係
%
神
m
臨
在
m
記
憶
―
j
関
X
‘
調
査
（
二
〇
一
七
年
六
月
二
八
日
%
新
橋
愛
宕
山
東
急




×
Â
ç
会
議
室
）

性
的
Ú
Ÿ
Ê
æ
Â
4
m
動
向
j
関
X
‘
調
査
（
二
〇
一
七
年
八
月
一
九
日
%
·
ª
³
:
›
æ
Â
4
夜
間
学
校
%
仙
台
市
市
民

活
動
±
Ù
ú
Ä
·
ï
»
ú
）

福
島
原
発
告
訴
団
活
動
状
況
及
r
県
外
避
難
者
現
況
j
関
X
‘
資
料
収
集
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
〇
日
%
郡
山
Ï
8
«
›

Ÿ
）



( C )

â
¼
à
人
m
歴
史
g
現
在
m
動
向
j
関
X
‘
調
査
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
八
日
%
â
¼
à
系
人
権
擁
護
団
体
±
Ÿ
Þ
ï
・

¡
4
ú
¸
ï
»
ú
ç
・
·
ï
»
ú
主
催「
民
%
聖
書
%
\
m
発
祥
m
地
―
â
¼
à
人
g
聖
地
m
三
五
〇
〇
年
j
•
^
‘
繋
K
Œ
」

展
〔
山
野
×
ú
ç
〕
%
及
r
%
›
Ý
æ
¦
ï
·
ï
»
ú





）

仙
台
市
立
中
学
C
W
ƒ
自
死
事
件
j
関
X
‘
動
向
調
査
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
七
日
%
二
〇
一
八
年
一
月
二
〇
日
%
二
〇

一
八
年
二
月
一
七
日
%
仙
台
市
役
所
）

田

中

一

裕

教
授

論
文
「D

ay
-to

-d
a
y

v
a
ria

tio
n
s

in
th

e
a
m

p
litu

d
e

o
f
th

e
so

il
te

m
p
e
ra

tu
re

cy
cle

an
d

im
p
a
ct

o
n

a
d
u
lt

e
clo

sio
n

tim
in

g
o
f

th
e

o
n
io

n
‰
y

」
（In

te
rn

a
tio

n
a
l
Jo

u
rn

a
l
o
f

B
io

m
e
te

o
ro

lo
g
y
,
S
p
rin

g
e
r,

2
0
1
7

）

論
文
「
温
度
g
湿
度
K
¨
Ÿ
é
³
;
¡
´
;
¡
Ì
£
m
羽
化
j
I
Š
{
X
影
響
―
小
学
校
理
科
教
育
f
m
取
Œ
組
~
m
可
能
性
―
」

（
芦
屋
大
学
論
叢
%
二
〇
一
七
年
七
月
一
八
日
）

追
悼
文
「
正
木
進
三
先
生
˜
偲
u
」
（
昆
蟲
Ç
:
ú
³
æ
ú
¶
%
日
本
昆
虫
学
会
%
二
〇
一
七
年
一
〇
月
五
日
）

講
演
「
Ó
é
Ñ
4
ú
ç
g
人
g
i
Œ
（
経
歴
・
研
究
業
績
m
紹
介
）
」
（
偲
u
会

正
木
進
三
―
優
’
^
研
究
者
%
哲
学
者
%
Š
L
教

師
\
V
e
開
拓
者
）
%
東
京
農
工
大
学
小
金
井
¨
9
ï
Í
μ
（
二
〇
一
七
年
三
月
三
〇
日
）

講
演
「
家
m
周
Œ
˜
観
察
V
Š
E
」
C
L
C
L
学
園
石
巻
校
（
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
）
%
東
松
島
市
¯
Û
:
Ç
Â
4
ú
·
ï
»
ú

（
二
〇
一
七
年
一
一
月
一
五
日
）

学
会
報
告
「
¨
Ÿ
é
³
;
¡
´
;
¡
Ì
£
m
羽
化
時
計
―
前
日
m
高
温
g
低
温
m
効
果
」
日
本
応
用
動
物
昆
虫
学
会
%
東
京
農
工
大

学
小
金
井
¨
9
ï
Í
μ
（
二
〇
一
七
年
三
月
二
八
日
）



( D )

学
会
報
告
「
μ
¬
ç
Ä
ï
温
度
周
期
下
j
I
P
‘
»
Ú
É
©
Ì
£
m
羽
化
æ
¶
Ü
」
日
本
昆
虫
学
会
東
北
支
部
会
%
岩
松
旅
館
（
二

○
一
七
年
八
月
五
日
）

学
会
報
告
「
»
Ú
É
©
Ì
£
n
日
暮
’
時
m
温
度
較
差
˜
„
g
j
羽
化
時
刻
˜
補
正
X
‘
」
日
本
昆
虫
学
会
%
愛
媛
大
学
城
北
¨
9

ï
Í
μ
（
二
○
一
七
年
九
月
四
日
）

学
会
報
告
「
³
Ì
μ
¶
m
雌
雄
Þ
²
Ÿ
ª
個
体
j
c
C
e
」
日
本
昆
虫
学
会
%
愛
媛
大
学
城
北
¨
9
ï
Í
μ
（
二
○
一
七
年
九
月
四

日
）

学
会
報
告
「
¨
Ÿ
é
³
;
¡
´
;
¡
Ì
£
K
羽
化
X
‘
時
間
帯
˜
決
定
X
‘
温
度
要
因
―
前
日
m
最
高
温
度
m
影
響
」
日
本
時
間
生

物
学
会
%
京
都
大
学
吉
田
¨
9
ï
Í
μ
（
二
○
一
七
年
一
○
月
二
八
日
）

天

童

睦

子

教
授

著
書
『
現
代
m
家
庭
教
育
』
（
共
著

田
中
理
絵
編
）
分
担
執
筆
第
三
章
「
育
児
観
g
子
h
„
観
m
変
容
」
第
四
章
「
親
j
i
‘
過

程
―
親
役
割
m
取
得
」
第
六
章
「
父
親
m
育
児
参
加
」
第
十
章
「
V
c
P
m
混
乱
―
親
m
不
安
g
戸
惑
C
」
（
放
送
大
学
教
育

振
興
会
%
二
〇
一
八
年
三
月
）

翻
訳
書
『
教
育
m
危
機
―
現
代
m
教
育
問
題
˜
«
é
ú
Ì
ç
j
問
C
直
X
』
（
監
訳
）
（
東
洋
館
出
版
社
%
二
〇
一
七
年
四
月
）

論
文
「
教
育
社
会
学
j
I
P
‘
言
説
研
究
m
動
向
g
課
題
―
権
力
・
統
治
・
教
育
言
説
」
（
共
著
）
（
『
教
育
社
会
学
研
究
』
第
一
〇

一
集
%
一
五
三
―
一
八
三
頁
%
日
本
教
育
社
会
学
会
%
二
〇
一
七
年
一
一
月
）

研
究
Ê
ú
Ä
「
女
性
・
子
h
„
m
文
化
論
序
説
―
´
6
ï
¼
ú
g
地
域
芸
能
m
観
点
J
‹
」
（
松
本
晴
子
g
m
共
著
）
（
¨
æ
μ
Ä
教

文
化
研
究
所
『
研
究
年
報
』
第
五
一
号
%
七
一
―
九
三
頁
%
二
〇
一
八
年
三
月
）



( E )

講
演
「
男
女
m
社
会
的
差
別
˜
考
G
‘
³
ï
Ù
´
¡
Ü
」
基
調
講
演
「
女
性
g
人
権
―
生
活
m
中
J
‹
人
権
˜
考
G
‘
」
（
女
性
g

防
災
・
É
8
Ä
ë
ú
ª
I
I
T
L
主
催
）
大
崎
市
民
活
動
±
Ù
ú
Ä
·
ï
»
ú
%
二
〇
一
七
年
六
月
一
一
日

講
演
「
´
6
ï
¼
ú
j
c
C
e
」
名
取
市
教
育
委
員
会
・
生
涯
学
習
課
・
学
習
支
援
員
研
修

名
取
市
体
育
館

二
〇
一
七
年
七
月

二
七
日

学
会
報
告
「『
開
J
’
^
住
}
C
』
言
説
g
教
育
化
・
´
6
ï
¼
ú
化
T
’
‘
家
族
―
育
児
言
説
m
社
会
理
論
j
依
拠
V
e
」（
共
同
・

Ù
μ
»
ú
·
8
³
;
ï
）
日
本
家
族
社
会
学
会
%
京
都
大
学
%
二
〇
一
七
年
九
月
一
〇
日

講
演
「
女
性
学
f
読
~
解
N
現
代
文
化
―
Ý
Ã
4
›
・
音
楽
・
女
性
表
象
」
県
民
大
学
「
女
性
^
`
Š

」
第
九
³
æ
ú
¶
「
女
性

学
再
発
見
―
女
性
m
視
点
f
読
~
解
N
歴
史
%
芸
術
%
文
化
」
第
一
回
%
宮
城
学
院
女
子
大
学
%
二
〇
一
七
年
一
〇
月
七
日

研
究
報
告
「
自
著
˜
語
‘
『
教
育
m
危
機
―
現
代
m
教
育
問
題
˜
«
é
ú
Ì
ç
j
問
C
直
X
』
Š
Œ
「
教
育
m
危
機
―
批
判
的
研
究

g
実
践
m
課
題
（M

.
A

p
p
le

）
」
日
英
教
育
研
究
会
%
早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場
共
同
研
究
室
%
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
六
日

吉

村

典

子

教
授

著
書

吉
村
典
子
『
¡
4
æ
›
Ü
・
Å
・
Þ
ú
§
ï
g
ð
4
ª
Ä
æ
›
ï
・
›
ú
Ä
』
（
淡
交
社
%
二
〇
一
七
年
四
月
）

報
告
書吉

村
典
子
「
松
島
Í
ú
ª
×
Â
ç
m
源
流
˜
ƒ
O
.
e

―
Ÿ
©
æ
μ
m
Ì
»
Ñ
å
Ÿ
住
宅
―
」
（
近
代
仙
台
研
究
会
%
二
〇

一
八
年
二
月
）

学
会
口
頭
発
表
・
招
聘
講
演
会



( F )

吉
村
典
子
「
Ÿ
©
æ
μ
m
Ã
²
Ÿ
ï
・
Ü
ú
ð
Ý
ï
Ä

―
豊
J
i
暮
‹
V
m
系
譜
j
学
u
―
」
（H

o
n
ch

o
D

e
sig

n
M

o
v
e
-

m
e
n
t

連
続
講
演
会
%
仙
台
本
町
μ
ª
£
›
%
二
〇
一
七
年
九
月
）

吉
村
典
子
「
Õ
Ÿ
æ
ú
・
μ
¯
8
Ä
m
Ì
»
Ñ
å
Ÿ
住
宅
」
（
近
代
仙
台
研
究
会
%
Í
ú
ç
Æ
è
8
´
仙
台
%
二
〇
一
七
年
一

二
月
）

吉
村
典
子
「
Ë
Ú
μ
Û
μ
・
Ñ
å
Ü
・
½
6
ç
³
ú

―
Þ
æ
μ
%
Ì
ú
ï
＝
´
;
ú
ï
¶
%
Å
・
Þ
ú
§
ï
m
職
住
近
接
時

代
m
„
m
d
N
Œ
―
」
（
意
匠
学
会
Ã
²
Ÿ
ï
史
分
科
会
%
同
志
社
女
子
大
学
%
二
〇
一
七
年
一
二
月
）

吉
村
典
子
「
ð
4
ª
Ä
æ
›
Ç
¶
Ü
g
絵
画

―
『
正
統
』
˜
超
G
e
―
」
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
特
別
共
同
研
究
「
越
境
m

文
化
的
創
造
力
」
公
開
研
究
会
%
宮
城
学
院
女
子
大
学
%
二
〇
一
八
年
一
月
&
公
開
³
ï
Ù
´
¡
Ü
%
日
立
³
μ
Â
Ü
¶
×
ú

ç
仙
台
%
二
〇
一
八
年
二
月
）

調
査

æ
½
9
ú
Å
・
Ë
Û
ç
Ä
ï
展
覧
会
図
録
調
査
（
国
立
芸
術
図
書
館
・
é
ï
Å
ï
%
二
〇
一
七
年
九
月
）

æ
½
9
ú
Å
・
Ë
Û
ç
Ä
ï
実
作
品
調
査
（
国
立
現
代
美
術
館
・
¹
¡
ç
%
二
〇
一
七
年
一
二
月
）


